A study of Renju Pattern by 熊谷, 貴史
研
究
ノ
ー
ト
連
珠
文
小
考
熊
谷
貴
史
【
抄
録
】
本
稿
は
「
連
珠
文
」
の
造
形
性
に
言
及
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
前
よ
り
議
論
さ
れ
る
「
連
珠
円
文
」
の
系
譜
、
古
代
小
金
銅
仏
に
お
け
る
鏨
技
法
な
ど
、
連
珠
文
を
め
ぐ
る
先
学
の
成
果
を
押
さ
え
な
が
ら
、
連
珠
文
表
現
の
幅
を
捉
え
て
い
く
。
構
成
は
「
一
、
連
珠
円
文
の
造
形
に
つ
い
て
」「
二
、
仏
教
美
術
に
み
る
連
珠
文
の
把
握
」「
三
、
光
背
意
匠
に
お
け
る
連
珠
文
の
一
解
釈
｜
法
隆
寺
献
納
宝
物
金
銅
光
背
群
を
例
に
｜
」
と
し
、
最
終
的
に
は
仏
教
荘
厳
研
究
の
一
環
と
し
て
、
光
背
意
匠
に
お
け
る
「
連
珠
文
」
の
特
性
に
つ
い
て
、「
輻
状
文
」
と
称
さ
れ
る
放
射
状
の
意
匠
と
の
関
係
を
視
野
に
入
れ
た
試
論
を
提
示
す
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド：
連
珠
文
、
荘
厳
、
光
背
は
じ
め
に
「
連
珠
文
」
と
称
さ
れ
る
文
様
が
あ
る
。「
円
」
を
連
ね
て
文
様
帯
を
形
成
す
る
、
構
成
要
素
か
ら
す
れ
ば
極
め
て
図
形
的
、
か
つ
単
純
な
類
の
意
匠
で
あ
る
。
そ
の
シ
ン
プ
ル
な
形
状
は
装
飾
意
匠
と
し
て
の
汎
用
性
が
高
く
、
仏
教
美
術
に
お
い
て
も
、
尊
像
や
寺
院
を
取
り
巻
く
荘
厳
に
、
連
珠
状
の
意
匠
を
施
す
事
例
は
枚
挙
に
遑
が
な
い
。
周
知
の
ご
と
く
予
て
よ
り
「
連
珠
文
」
を
対
象
と
す
る
諸
論
が
あ
り
、
そ
の
際
、
と
く
に
四
騎
獅
子
狩
文
錦
（
法
隆
寺
蔵１
）
）
な
ど
に
み
る
「
連
珠
円﹅
文﹅
」
が
議
論
の
中
心
に
据
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
「
連
珠
円
文
」
と
は
、
連
珠
が
円
環
を
形
成
す
る
メ
ダ
イ
ヨ
ン
形
式
の
意
匠
で
、
古
代
イ
ラ
ン
の
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ア
に
盛
行
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
経
た
東
西
交
流
の
所
産
に
な
る
意
匠
と
し
て
夙
に
知
ら
れ
る２
）
。
「
連
珠
文
」
の
主
要
な
形
態
（
系
譜
）
と
し
て
、
一
先
ず
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
た
だ
し
「
連
珠
円
文
」
を
主
文
と
す
る
、
連
珠
円
文
錦
と
総
称
さ
れ
る
作
例
に
も
幾
つ
か
の
系
統
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
起
源
は
必
ず
し
も
西
ア
ジ
ア
に
は
限
ら
な
い３
）
。
ま
た
、「
円
」
を
連
ね
る
と
い
う
着
想
、「
連
珠
」
と
い
う
簡
明
な
形
状
は
、
よ
り
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
普
遍
的
に
造
形
さ
れ
う
る
。
そ
の
点
、
諸
先
学
に
よ
る
示
唆
は
あ
る
も
の
の
、
筆
者
の
眼
の
及
ぶ
限
り
、「
連
珠
円﹅
文﹅
」
を
論
じ
る
際
の
補
足
的
な
言
及
に
留
ま
る
。
本
稿
で
は
円
環
を
成
さ
な
い
「
連
珠
帯﹅
文﹅
」
を
含
め
て
「
連
珠
文
」
と
み
る
が
、
そ
れ
ら
は
従
属
的
な
要
素
と
し
て
、
や
は
り
議
論
の
中
心
に
な
る
こ
と
は
少
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
他
の
多
く
の
文
様
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、「
連
珠
文
」
と
概
括
し
う
る
事
例
に
も
種
々
の
様
態
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
造
形
意
図
を
一
義
的
に
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
換
言
す
る
と
、
筆
者
の
視
点
は
技
法
や
意
匠
構
成
な
ど
に
起
因
す
る
、「
連
珠
文
」
の
多
元
的
（
ま
た
は
多
義
的
）
な
在
り
よ
う
を
捉
え
る
こ
と
に
あ
る
。
勿
論
、
あ
る
意
味
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
と
も
云
い
う
る
「
連
珠
文
」
の
全
容
を
、
限
ら
れ
た
紙
幅
に
跡
付
け
る
こ
と
は
適
わ
な
い
。
本
稿
の
目
的
は
、「
連
珠
文
」
を
め
ぐ
る
諸
先
学
の
成
果
を
確
認
し
つ
つ
、
そ
こ
か
ら
性
質
の
異
な
る
事
例
を
抽
出
し
、
造
形
的
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
素
描
す
る
こ
と
で
あ
る４
）
。
ま
た
近
年
、
筆
者
は
尊
像
の
光
背
表
現
を
中
心
に
仏
教
荘
厳
の
解
釈
を
試
み
て
お
り５
）
、
そ
の
最
も
微
視
的
な
作
業
で
あ
る
文
様
分
析
の
一
環
と
し
て
、「
連
珠
文
」
に
着
目
す
る
意
図
が
伏
線
に
あ
る
。
こ
の
点
、
小
論
を
含
む
大
局
的
な
視
座
と
し
て
併
記
し
て
お
く
。
一
、
連
珠
円
文
の
造
形
に
つ
い
て
①
成
立
論
と
象
徴
性
連
珠
円
文
の
系
譜
に
言
及
し
た
道
明
三
保
子
氏
の
論
考６
）
が
あ
る
。
タ
ー
ク
・
イ
・
ブ
ス
タ
ー
ン
遺
跡
の
浮
彫
に
主
眼
を
置
く
論
な
が
ら
、
連
珠
円
文
研
究
の
大
要
が
把
握
さ
れ
、
後
引
の
通
り
、
小
論
の
前
提
と
な
る
有
益
な
指
摘
を
含
む
。
氏
は
連
珠
円
文
錦
に
関
連
し
て
、
織
法
や
文
様
構
成
、
地
域
性
や
時
代
性
を
踏
ま
え
た
分
類
を
示
し
、
西
域
ア
ス
タ
ー
ナ
出
土
資
料
を
初
期
的
な
事
例
と
し
て
「
中
国
漢
代
以
来
の
伝
統
を
も
つ
経
錦
の
織
法
中
に
連
珠
円
文
錦
の
初
期
的
な
段
階
の
も
の
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
」
と
指
摘
。
次
い
で
サ
サ
ン
系
・
中
国
系
・
ソ
グ
ド
系
・
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
系
・
イ
ス
ラ
ー
ム
系
の
作
例
と
特
徴
に
触
れ
、「
単
な
る
装
飾
と
し
て
自
然
に
発
生
し
た
連
珠
文
が
古
く
か
ら
あ
り
、
次
に
お
そ
ら
く
六
世
紀
後
半
頃
に
は
連
珠
文
の
流
行
現
象
が
起
こ
り
、
そ
の
基
盤
の
上
に
立
っ
て
本
格
的
な
大
粒
の
連
珠
を
め
ぐ
ら
し
た
連
珠
円
文
錦
が
製
作
さ
れ
た７
）
」
と
す
る
。
広
範
な
事
例
と
染
織
技
法
を
踏
ま
え
た
見
解
に
は
説
得
性
が
あ
り
、
合
わ
せ
て
連
珠
円
文
に
先
立
つ
自﹅
然﹅
発﹅
生﹅
的﹅
な﹅
連﹅
珠﹅
文﹅
を
想
定
す
る
点
、
本
稿
の
意
図
を
補
完
す
る
。
ま
た
連
珠
文
盛
行
の
契
機
と
な
る
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ア
で
は
、
古
代
イ
ラ
ン
の
伝
統
思
想
で
王
権
の
象
徴
と
さ
れ
た
「
フ
ワ
ル
ナ
フ
」（＝
光
輪
╱
神
の
恩
寵
・
加
護
を
象
徴
す
る
光
）
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
連
珠
文
が
造
形
さ
れ
、
具
体
的
な
モ
テ
ィ
ー
フ
は
「
真
珠
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
論
拠
は
、
サ
サ
ン
系
の
連
珠
円
文
錦
で
は
連
珠
が
白
色
系
で
表
わ
さ
れ
、
ま
た
サ
サ
ン
朝
の
服
飾
に
真
珠
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
な
ど
に
よ
る
。
な
お
仏
教
美
術
研
究
の
範
疇
に
お
い
て
も
、「
フ
ワ
ル
ナ
フ
」
は
光
背
や
焔
肩
図
像
の
考
証
で
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る８
）
。
一
見
、
異
な
る
図
像
（
や
表
現
）
に
、
「
フ
ワ
ル
ナ
フ
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
ソ
ー
ス
を
介
し
た
接
点
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
に
関
連
し
、
筆
者
も
仏
教
荘
厳
を
再
考
す
る
に
際
し
、
造
形
面
か
ら
焔
肩
図
像
と
光
背
に
親
和
性
を
認
め
、
荘
厳
の
意
義
を
捉
え
る
ひ
と
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
重
視
し
て
い
る９
）
。
小
論
で
は
連
珠
文
の
造
形
幅
に
眼
を
向
け
る
が
、
仏
教
荘
厳
に
お
け
る
連
珠
文
に
も
「
フ
ワ
ル
ナ
フ
╱
光
」
の
イ
メ
二
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
第
二
十
二
号
ー
ジ
が
浸
透
し
て
い
る
可
能
性
は
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
こ
の
種
の
連
珠
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
不
定
形
で
非
物
質
的
な
「
光
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
み
で
は
成
立
せ
ず
、「
真
珠
」
の
よ
う
な
物
質
的
な
モ
テ
ィ
ー
フ
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
、「
白
」
と
い
う
色
彩
的
な
要
素
が
意
味
を
も
つ
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
別
に
、「
フ
ワ
ル
ナ
フ
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
め
ぐ
り
、「
円
」
を
「
円
環
」
状
に
表
わ
す
場
合
と
、「
円
盤
」
状
に
表
わ
す
場
合
の
相
違
が
議
論
さ
れ
て
い
る10
）
。
転
じ
て
、
そ
れ
は
「
円
」
を
構
成
要
素
と
す
る
「
連
珠
文
」
の
造
形
幅
を
把
握
す
る
際
に
も
重
要
な
視
点
と
な
ろ
う
。
い
ま
道
明
氏
の
論
か
ら
派
生
し
て
「
連
珠
円﹅
文﹅
」
の
成
立
事
情
と
象
徴
性
を
一
瞥
し
た
。
他
に
ア
ス
タ
ー
ナ
出
土
資
料
を
起
点
に
中
央
ア
ジ
ア
・
中
国
・
日
本
の
事
例
を
考
察
し
た
坂
本
和
子
氏
の
論
考11
）
や
、
特
定
の
地
域
を
対
象
と
し
た
論
考12
）
が
幾
つ
か
参
照
さ
れ
る
。
例
え
ば
近
年
で
は
、
前
田
た
つ
ひ
こ
氏
が
ソ
グ
ド
錦
の
調
査
報
告
を
兼
ね
、
連
珠
円
文
の
起
源
に
つ
い
て
、
染
織
品
以
外
の
資
料
（
鉄
器
土
器
・
装
身
具
・
化
粧
皿
・
頭
光
背
・
コ
イ
ン
な
ど
）
を
あ
げ
て
連
珠
円
文
の
定
義
と
解
釈
の
幅
を
広
げ
る
必
要
性
を
説
く13
）
。
こ
の
視
野
は
連
珠
円
文
の
み
な
ら
ず
連
珠
意
匠
全
般
に
敷
衍
さ
れ
よ
う
。
総
じ
て
い
え
ば
、「
連
珠
文
」
に
関
す
る
議
論
は
主
と
し
て
「
連
珠
円﹅
文﹅
」
の
成
立
と
伝
播
に
眼
が
向
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
意
匠
化
さ
れ
た
「
連
珠
文
」
（
研
究
）
の
表
層
的
な
潮
流
と
い
え
よ
う
。
以
上
を
踏
ま
え
、
次
は
連
珠
円
文
錦
の
一
例
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
②
規
格
性
と
意
匠
化
｜
犀
円
文
錦
を
例
に
｜
近
年
の
成
果
か
ら
思
い
起
こ
さ
れ
る
事
例
と
し
て
、
正
倉
院
の
古
裂
整
理
事
業
に
よ
り
多
数
の
断
片
が
発
見
さ
れ
た
犀
円
文
錦
が
あ
る
。
全
容
は
不
明
な
が
ら
、
予
て
連
珠
円
文
内
に
犀
な
ど
を
配
し
た
図
様
の
復
元
が
試
み
ら
れ14
）
、
近
時
、
詳
細
な
調
査
分
析
に
基
づ
く
尾
形
充
彦
氏
の
報
告15
）
が
公
表
さ
れ
た
。
氏
の
観
察
と
記
述
は
染
織
の
複
雑
な
技
法
を
確
認
さ
せ
、
と
く
に
現
状
の
見
た
目
と
は
異
な
る
当
初
の
状
態
に
言
及
す
る
点
、
本
稿
に
有
益
な
情
報
を
も
た
ら
す
。
連
珠
に
関
係
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
例
え
ば
「
連
珠
の
部
分
は
、
母
経
（
絡
み
経
）
の
下
に
赤
味
の
糸
屑
が
挟
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
赤
色
で
あ
る
。
赤
色
糸
の
下
に
は
何
色
も
の
色
緯
が
織
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
全
体
が
白
色
糸
で
覆
わ
れ
て
見
え
る
か
ら
、
連
珠
の
輪
郭
が
白
色
の
線
で
画
さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
。
緯
糸
で
図
柄
を
織
り
だ
す
い
わ
ゆ
る
緯
錦
で
、
上
下
に
層
を
な
す
複
雑
な
織
り
の
組
織
が
知
ら
れ
る
。
ご
く
単
純
化
し
て
表
面
層
の
み
を
捉
え
て
も
、
経
緯
の
織
り
に
よ
っ
て
図
柄
を
形
成
す
る
行
程
に
は
、「
円
」
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
形
状
に
も
明
瞭
な
下
図
と
設
計
を
要
す
る
。
染
織
品
に
お
け
る
連
珠
文
は
即
興
的
・
偶
発
的
に
造
形
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
連
珠
円
文
錦
の
諸
例
は
概
し
て
形
式
的
な
整
い
を
み
せ
る
が
、
染
織
技
法
、
と
く
に
織
物
の
制
作
行
程
に
一
定
の
規
格
性
が
伴
う
こ
と
に
一
因
し
よ
う
。
さ
て
復
元
さ
れ
る
当
初
の
色
彩
は
、
赤
の
連
珠
を
白
で
縁
取
り
、
連
珠
を
配
す
る
圏
帯
の
地
色
は
紺
、
犀
文
等
を
配
す
る
中
央
区
域
の
地
色
は
赤
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
〔
図
１
〕。
赤
色
の
連
珠
に
や
や
意
外
な
印
象
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
前
述
の
サ
サ
ン
系
錦
（
真
珠
が
モ
テ
ィ
ー
フ
と
さ
れ
る
白
色
系
の
連
珠
）
か
ら
す
れ
ば
異
質
な
表
現
と
い
え
る
。
一
歩
踏
み
こ
ん
で
「
光
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
み
れ
ば
、
日
輪
の
表
現
に
時
折
み
ら
れ
る
よ
う
に
、「
赤
」
が
「
光
」
を
表
象
す
る
可
能
性
は
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
本
例
に
類
す
る
錦
類
は
総
じ
て
図
様
・
構
成
な
ど
に
意
匠
化
の
三
連
珠
文
小
考
（
熊
谷
貴
史
）
傾
向
が
あ
り
、
色
彩
も
デ
ザ
イ
ン
上
の
事
柄
（
選
択
幅
）
で
あ
っ
た
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
配
色
の
関
係
で
抽
出
す
れ
ば
、
赤
の
大
円
（
中
央
区
域
）
を
赤
の
小
円
群
（
連
珠
）
が
廻
る
、
い
わ
ゆ
る
九
曜
紋
の
よ
う
な
主
従
関
係
を
構
成
す
る
。
翻
っ
て
連
珠
に
実
在
的
・
物
質
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
み
る
な
ら
ば
、
連
珠
（
円
環
）
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
部
分
は
ま
ず
空
間
と
し
て
把
握
さ
れ
よ
う
。
そ
の
連
珠
（
円
環
）
が
囲
む
空
間
内
に
何
ら
か
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
配
す
る
発
想
と
、
大
円
の
周
囲
に
小
円
を
廻
ら
せ
る
発
想
は
、
根
底
的
に
は
造
形
意
図
を
異
に
す
る
。
と
く
に
後
者
の
場
合
、
連
珠
は
大
円
と
の
一
体
性
を
強
く
し
て
、
小
円
群
は
大
円
に
付
属
す
る
か
の
よ
う
な
造
形
と
な
る
だ
ろ
う
（
後
述
の
野
中
寺
像
な
ど
）。
そ
の
点
、
連
珠
と
大
円
が
同
色
（
赤
）
の
本
例
は
後
者
の
性
質
を
含
む
が
、
一
方
で
円
環
の
イ
メ
ー
ジ
を
連
珠
円
環
帯
の
地
色
（
紺
）
に
よ
っ
て
表
出
さ
せ
、
ま
た
中
央
大
円
と
連
珠
円
文
の
外
域
地
色
を
同
色
（
赤
）
に
す
る
こ
と
で
、
明
瞭
に
円
環
の
態
を
成
し
て
い
る
。
加
え
て
赤
の
連
珠
に
は
、
白
の
輪
郭
が
施
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
細
工
に
よ
り
、
連
珠
（
赤
＋
白
）
は
全
体
観
に
お
い
て
中
央
の
大
円
（
赤
）
と
は
別
種
の
色
感
（
異
質
感
）
を
呈
し
、
総
じ
て
連
珠
環
を
際
立
た
せ
る
デ
ザ
イ
ン
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
本
例
は
サ
サ
ン
系
錦
を
踏
襲
し
た
中
国
製
錦
と
み
ら
れ
る
が
、
連
珠
文
の
造
形
は
、
形
状
や
色
彩
な
ど
の
諸
要
素
が
デ
ザ
イ
ン
上
の
表
現
幅
と
し
て
転
化
し
て
い
る
。
顕
著
な
意
匠
化
を
窺
わ
せ
る
事
例
と
い
え
よ
う
。
な
お
本
稿
で
は
「
連
珠
」
の
造
形
性
に
主
眼
を
置
く
た
め
、
円
文
内
に
配
さ
れ
る
犀
文
ほ
か
の
動
植
物
文
、
ま
た
連
珠
円
環
帯
中
に
配
さ
れ
た
重
角
文16
）
な
ど
に
関
す
る
言
及
は
割
愛
し
た
。
細
部
情
報
が
知
ら
れ
る
一
例
の
確
認
に
留
ま
る
が
、
連
珠
円
文
は
正
倉
院
宝
物
の
染
織
品
な
ど17
）
に
多
数
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
、
異
国
風
の
意
匠
と
し
て
奈
良
時
代
以
前
の
日
本
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
種
の
連
珠
文
が
広
域
に
伝
播
す
る
に
際
し
、
染
織
品
は
主
要
な
媒
体
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
技
法
的
に
規
格
性
を
伴
う
こ
と
、
ま
た
携
行
品
と
し
て
の
利
便
性
・
耐
久
性
か
ら
し
て
も
必
然
的
な
こ
と
と
い
え
よ
う
。
二
、
仏
教
美
術
に
み
る
連
珠
文
の
把
握
①
「
連
珠
」
と
い
う
呼
称
こ
れ
ま
で
に
触
れ
た
連
珠
文
（
連
珠
円
文
）
を
主
眼
と
す
る
研
究
は
、
仏
教
美
術
を
直
接
の
対
象
と
は
し
て
い
な
い
。
し
か
し
仏
教
美
術
に
も
連
珠
状
の
意
匠
が
散
見
さ
れ
、
個
別
の
作
品
研
究
や
解
説
の
な
か
で
特
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
先
立
っ
て
ま
ず
呼
称
に
つ
い
て
若
干
の
確
認
を
し
て
お
こ
う
。
い
わ
ゆ
る
「
連
珠
」
と
い
う
語
、
そ
れ
自
体
は
具
体
的
な
モ
テ
ィ
ー
フ
や
思
想
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
図１ 犀円文錦（配色図解）
四
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
第
二
十
二
号
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
形
状
を
捉
え
た
語
で
あ
る
。
で
は
仏
教
美
術
（
荘
厳
）
に
関
す
る
用
語
と
し
て
、
歴
史
的
な
用
例
（
類
例
）
は
見
出
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
試
み
に
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（S
A
T
 
2012
）
で
「
連
珠
」
を
検
索
す
る
と
五
〇
件18
）
ほ
ど
が
検
出
さ
れ
る
。
む
ろ
ん
仏
典
中
の
用
語
と
し
て
は
、
決
し
て
多
く
は
な
い
。
そ
の
う
ち
仏
尊
の
形
相
や
荘
厳
意
匠
に
関
わ
る
で
あ
ろ
う
用
例
は
さ
ら
に
限
ら
れ
る
。
僅
か
な
例
と
し
て
、
例
え
ば
『
陀
羅
尼
集
経
』
に
「
第
十
二
座
主
名
一
切
星
宿
天
。
蓮
花
座
上
作
似
寶
腹
大
項
麁
。
連﹅
珠﹅
繞
腹
。
其
口
上
作
青
空
色
。
如
傘
蓋
形
。
其
中
滿
點
衆
多
白
點
。
光
焔
圍
繞19
）
」
と
あ
り
、「
」
を
示
す
と
み
ら
れ
る
記
述
が
あ
る
。
本
例
の
場
合
、
儀
軌
集
成
的
な
密
教
経
典
と
し
て
、
記
述
の
背
景
に
は
視
覚
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
存
在
が
想
定
さ
れ
、
何
ら
か
の
観
察
に
基
づ
く
形
状
把
握
・
記
述
で
あ
っ
た
か
と
推
察
さ
れ
る
。
な
お
「
」
の
語
は
仏
典
中
に
多
数
確
認
さ
れ
、
我
々
が
「
連
珠
」
と
把
握
す
る
形
状
は
、
多
く
の
場
合
、
他
の
用
語
で
示
さ
れ
る
こ
と
に
思
い
至
る20
）
。
も
う
一
例
挙
げ
る
と
、『
大
唐
西
域
記
』
巻
第
八
に
「
菩
提
樹
東
有
精
。
高
百
六
七
十
尺
。
下
基
面
廣
二
十
餘
歩
。
以
青
塗
以
石
灰
。
層
皆
有
金
像
。
四
壁
鏤
作
奇
製
。
或
連﹅
珠﹅
形
。
或
天
仙
像21
）
」
と
み
え
る
。
イ
ン
ド
・
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
の
大
塔
に
関
す
る
記
述
で
、
寺
院
の
壁
面
荘
厳
に
連
珠
状
の
意
匠
が
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
れ
を
特
記
し
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。
見
聞
録
と
し
て
、
実
際
に
眼
に
し
た
印
象
的
な
事
柄
を
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
記
述
の
や
や
後
、
仏
像
制
作
に
ま
つ
わ
る
逸
話
中
に
「
珠
寶
冠
奇
珍
交
飾22
）
」
と
記
さ
れ
、
造
形
的
に
は
連
珠
状
に
な
る
で
あ
ろ
う
記
載
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
記
事
は
、
耳
に
し
た
（
伝
聞
）
内
容
の
記
録
で
あ
る
。
翻
っ
て
「
連
珠
」
と
い
う
語
が
内
包
す
る
、
視
覚
的
な
性
質
を
傍
証
し
よ
う
。
と
こ
ろ
で
我
国
の
仏
教
美
術
研
究
に
資
す
る
見
聞
録
、
大
江
親
通
の
『
七
大
寺
日
記
』『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』
に
眼
を
転
じ
る
と
、
光
背
意
匠
に
関
す
る
記
述
が
散
見
さ
れ
る
。
光
背
に
対
す
る
関
心
が
比
較
的
高
か
っ
た
と
み
え
、
そ
の
描
写
中
に
、
化
仏
や
飛
天
の
ほ
か
、
唐
草
・
雲
形
・
須
弥
焔
な
ど
の
意
匠
・
文
様
を
示
す
語
が
認
め
ら
れ
る23
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
連
珠
を
想
起
さ
せ
る
記
述
は
見
出
せ
な
い
。
む
ろ
ん
親
通
の
時
代
（
平
安
時
代
後
期
）
以
前
に
遡
る
光
背
の
遺
例
を
み
れ
ば
、
連
珠
文
を
施
し
た
事
例
は
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
た
だ
し
外
縁
装
飾
や
区
画
帯
の
よ
う
に
主
要
素
と
な
ら
な
い
場
合
（
後
述
）
も
多
く
、
少
な
く
と
も
彼
の
眼
に
強
く
印
象
さ
れ
る
意
匠
と
し
て
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
史
料
精
査
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
仏
教
美
術
（
荘
厳
）
に
関
す
る
「
連
珠
」
の
呼
称
は
、
歴
史
上
の
用
語
と
し
て
は
散
発
的
で
僅
か
な
事
例
に
留
ま
る
。
こ
の
呼
称
が
通
用
と
な
る
時
期
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
仏
教
美
術
研
究
の
範
疇
で
は
、
明
治
期
に
萌
芽
的
な
文
様
研
究
に
取
り
組
ん
だ
伊
東
忠
太
氏
の
論
説
に
は
未
だ
見
出
せ
な
い
。
降
っ
て
戦
後
、
法
隆
寺
献
納
宝
物
が
皇
室
財
産
か
ら
国
有
化
さ
れ
た
の
ち
、
野
間
清
六
氏
が
著
し
た
『
御
物
金
銅
佛24
）
』
に
「
特
殊
工
具
の
妙
用
に
も
味
ふ
べ
き
も
の
が
あ
る
。
丸
鏨
は
螺
髪
や
連﹅
珠﹅
文﹅
や
等
に
活
用
さ
れ
」
と
記
さ
れ
る
。
文
様
の
呼
称
と
し
て
は
こ
の
頃
既
に
定
着
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
は
「
鏨
」
と
い
う
道
具
・
技
法
に
起
因
す
る
「
連
珠
文
」
へ
の
視
点
が
拓
か
れ
て
い
る
。
五
連
珠
文
小
考
（
熊
谷
貴
史
）
②
小
金
銅
仏
と
鏨
技
法
い
わ
ゆ
る
小
金
銅
仏
に
は
、
鋳
造
後
に
「
鏨
」
で
施
さ
れ
る
「
連
珠
文
」
が
多
く
み
ら
れ
る
。
直
近
の
成
果
か
ら
参
照
す
る
と
、
大
阪
・
野
中
寺
の
弥
勒
菩
薩
像
〔
図
２
〕
に
関
し
て
、
科
学
的
調
査
を
踏
ま
え
た
藤
岡
穣
氏
の
論
考25
）
が
注
目
さ
れ
、
や
は
り
連
珠
文
に
言
及
す
る
箇
所
が
あ
る
。
ま
ず
、
半
す
る
両
脚
の
脛
部
正
面
に
帯
状
区
画
が
設
け
ら
れ
、
そ
こ
に
氏
が
「
大
き
な
二
重
の
円
の
周
囲
に
小
円
を
並
べ
る
半
截
の
花
文
（
中
略
）
連
珠
円
文
に
由
来
す
る
も
の
」
と
す
る
意
匠
が
、
両
脚
に
各
々
六
個
ず
つ
配
さ
れ
て
い
る
。
陰
刻
で
表
わ
さ
れ
た
平
明
な
造
形
は
、
氏
が
花
文
と
記
す
よ
う
に
、
小
円
が
花
弁
（
花
冠
）
の
よ
う
な
印
象
を
も
つ
。
二
重
の
半
円
は
、
大
き
め
の
も
の
で
は
円
の
四
分
の
三
ほ
ど
が
表
さ
れ
、
円
環
の
一
部
で
あ
る
気
分
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
連
珠
円
文
の
造
形
と
し
て
は
大
円
＋
小
円
群
と
い
う
一
体
性
が
強
い
部
類
に
属
し
、
連﹅
珠﹅
は﹅
部﹅
分﹅
と﹅
し﹅
て﹅
あ﹅
る﹅
。
帯
状
の
区
域
に
半
文
を
交
互
に
配
す
る
表
現
と
合
わ
せ
、
連
珠
円
文
を
略
態
的
に
転
用
し
た
例
と
い
え
よ
う
。
な
お
氏
は
野
中
寺
像
で
小
円
が
線
刻
で
造
形
さ
れ
る
点
、
魚
々
子
鏨
で
小
円
を
打
つ
事
例
に
先
立
つ
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
デ
ザ
イ
ン
が
先
行
し
、
そ
れ
に
適
し
た
道
具
が
後
発
的
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
と
な
る
。
ま
た
「
天
冠
台
の
連
珠
文
や
の
内
外
区
を
分
け
る
境
界
の
連
珠
文
は
鼓
胴
形
の
鏨
を
連
続
的
に
打
つ
」
と
指
摘
さ
れ
、
こ
れ
も
「
よ
り
簡
易
で
初
期
的
な
表
現
」
と
み
る
。
事
由
は
氏
の
論
述
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
こ
こ
で
は
ひ
と
つ
の
作
例
に
お
い
て
、
連
珠
円
文
に
連
な
る
形
象
と
別
種
の
連
珠
装
飾
が
併
存
す
る
こ
と
、
ま
た
道
具
・
技
法
に
起
因
す
る
表
現
幅
が
あ
る
と
い
う
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
遡
っ
て
、
前
掲
の
野
間
清
六
著
『
御
物
金
銅
佛
』
に
視
点
を
戻
そ
う
。
連
珠
文
図３ 菩薩半 像（部分）
法隆寺献納宝物［N-159］
図２ 弥勒菩薩像（部分）
大阪・野中寺
六
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
第
二
十
二
号
の
記
述
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
事
例
は
、
現
在
、
東
京
国
立
博
物
館
の
列
品
番
号
で
い
うN
-159
（
菩
薩
半
像
）〔
図
３
〕・N
-176
（
観
音
菩
薩
立
像
）・N
-147
（
如
来
坐
像
）
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
著
衣
の
装
飾
と
し
て
、
先
の
野
中
寺
像
と
同
じ
「
半
截
の
花
文
」
状
の
意
匠
が
施
さ
れ
て
い
る
。
野
間
氏
の
い
う
連
珠
文
は
こ
の
連
珠
円
文
系
の
意
匠
を
指
し
、
他
の
連
珠
状
の
装
飾
と
は
区
別
し
て
い
る
。
連
珠
文
と
を
併
記
す
る
点
、
ま
た
光
背
意
匠
に
つ
い
て
「
忍
冬
文
や
流
雲
文
が
古
く
、
次
い
で
パ
ル
メ
ッ
ト
形
式
を
加
え
、
更
に
﹅
﹅
形
式
へ
と
進
み
…
」
と
記
す
点
な
ど
か
ら
、
氏
の
分
類
基
準
が
知
ら
れ
る
。
降
っ
て
佐
藤
昭
夫
氏
に
よ
る
『
法
隆
寺
献
納
金
銅
仏26
）
』
で
は
、
鏨
に
よ
る
仕
上
げ
技
法
に
つ
い
て
、
例
え
ば
「
点
を
打
つ
先
の
尖
っ
た
も
の
（
星
目
）
…
…
、
の
飾
り
の
連﹅
珠﹅
文﹅
や
螺
髪
を
つ
く
る
魚
々
子
○
○
○
○
（
こ
れ
に
大
小
が
あ
る
）」
の
よ
う
に
細
分
化
が
進
む
。
氏
の
用
語
で
は
、
連
珠
文
の
範
囲
が
連
珠
円
文
系
以
外
の
意
匠
に
も
及
ん
で
い
る
。
他
方
、「
星
目
文
」「
魚
々
子
文
」
と
も
、
見
方
に
よ
れ
ば
「
連
珠
文
」
に
概
括
し
う
る
意
匠
で
、
ま
た
「
複
連
点
文
」
と
さ
れ
る
例
も
一
脈
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
使
用
さ
れ
る
鏨
の
種
類
に
よ
っ
て
刻
出
さ
れ
る
形
状
が
異
な
り
、
そ
れ
を
分
類
す
る
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た
う
え
で
敢
え
て
俯
瞰
す
れ
ば
、
小
金
銅
仏
で
は
鏨
と
い
う
道
具
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
様
々
な
形
態
の
連
珠
文
が
派
生
し
た
と
解
せ
よ
う
。
な
お
螺
髪
や
な
ど
、
異
な
る
部
位
で
同
じ
道
具
・
技
法
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
当
然
な
が
ら
、
同
種
の
形
状
で
あ
っ
て
も
部
位
に
よ
っ
て
造
形
意
図
は
異
な
る
。
鏨
技
法
は
仏
教
美
術
全
体
か
ら
す
れ
ば
限
ら
れ
た
手
法
に
な
る
が
、
立
体
・
平
面
を
問
わ
ず
自
由
に
施
さ
れ
る
豊
か
な
装
飾
性
は
、
連
珠
文
表
現
の
裾
野
を
拡
げ
る
重
要
な
ジ
ャ
ン
ル
と
い
え
よ
う
。
③
連
珠
意
匠
抜
書
｜
古
代
日
本
の
事
例
よ
り
｜
こ
こ
ま
で
概
述
し
た
特
徴
的
な
連
珠
文
の
ほ
か
に
、
仏
教
美
術
に
み
ら
れ
る
連
珠
意
匠
に
つ
い
て
、
古
代
日
本
の
事
例
を
対
象
に
幾
つ
か
抜
き
出
し
て
お
く
と
、
例
え
ば
尊
像
に
施
さ
れ
る
種
々
の
装
身
具
が
着
目
さ
れ
る
。
先
に
「
」
の
こ
と
と
み
ら
れ
る
「
連
珠
」
の
語
例
を
み
た
が
、
胸
飾
を
は
じ
め
臂
釧
・
腕
釧
、
あ
い
は
頭
飾
・
天
冠
台
な
ど
に
立
体
的
な
「
珠
」
を
連
ね
る
意
匠
が
頻
出
す
る
。
こ
の
種
の
連
珠
意
匠
は
イ
ン
ド
や
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
尊
像
の
装
身
具
に
祖
形
を
辿
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
よ
り
具
体
的
に
は
東
大
寺
法
華
堂
不
空
索
観
音
像
の
宝
冠
の
よ
う
な
、
貴
石
を
連
ね
た
イ
メ
ー
ジ
に
範
を
求
め
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
連
珠
意
匠
が
表
さ
れ
る
例
と
、
採
用
さ
れ
な
い
例
に
明
確
な
基
準
は
見
出
さ
れ
ず
、
比
較
的
自
由
な
選
択
幅
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
法
華
堂
の
伝
月
光
菩
薩
像
〔
図
４
〕
は
、
頭
飾
の
正
面
と
左
右
に
配
さ
れ
た
花
文
を
繫
ぐ
帯
状
部
位
に
図４ 伝月光菩薩像(部分)
奈良・東大寺法華堂
七
連
珠
文
小
考
（
熊
谷
貴
史
）
小
ぶ
り
の
連
珠
文
帯
を
つ
く
る
の
に
対
し
、
伝
日
光
像
で
は
同
部
位
に
列
弁
文
帯
（
花
弁
の
意
匠
を
連
ね
る
文
様
）
を
廻
ら
せ
て
い
る
。
両
像
に
変
化
を
付
け
よ
う
と
し
た
制
作
者27
）
の
感
性
を
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。
装
身
具
の
意
匠
と
し
て
施
さ
れ
る
連
珠
文
と
列
弁
文
は
、
何
れ
か
一
方
が
採
用
さ
れ
る
場
合
、
併
用
さ
れ
る
場
合
を
含
め
、
極
め
て
近
い
関
係
に
あ
る
。
ま
た
併
用
さ
れ
る
場
合
は
、
連
珠
文
が
内
側
か
下
方
に
配
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
筆
者
の
関
心
事
で
あ
る
光
背
に
眼
を
転
じ
よ
う
。
例
え
ば
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
光
背
の
頭
光
部
分
〔
図
５
〕
を
み
る
と
、
中
心
か
ら
中
心
蓮
華
｜
輻
状
文
｜
同
心
円
文
｜
連
珠
文
｜
唐
草
文
の
順28
）
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
連
珠
文
の
圏
帯
幅
は
他
の
文
様
帯
に
比
し
て
や
や
狭
い
感
も
あ
る
が
、
半
球
状
の
立
体
的
な
連
珠
は
隣
接
す
る
珠
を
押
し
合
う
よ
う
に
連
ね
ら
れ
、
ほ
ど
よ
い
存
在
感
を
も
っ
て
光
背
内
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
効
い
て
い
る
。
ほ
か
に
法
隆
寺
関
係
で
は
夢
殿
観
音
像
の
光
背
が
注
目
さ
れ
る
ほ
か
、
後
述
す
る
法
隆
寺
献
納
金
銅
仏
付
属
の
光
背
群
は
、
技
法
や
年
代
な
ど
が
近
い
関
係
に
あ
り
な
が
ら
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
み
、
デ
ザ
イ
ン
の
比
較
検
討
に
有
効
で
あ
る
。
降
っ
て
平
等
院
鳳
凰
堂
阿
弥
陀
如
来
坐
像
光
背
の
当
初
と
み
ら
れ
る
二
重
円
相
〔
図
６
〕
を
み
る
と
、
頭
光
と
身
光
に
そ
れ
ぞ
れ
二
条
の
連
珠
文
帯
が
あ
る
。
し
か
し
本
例
の
場
合
、
別
材
の
雲
氣
文
を
張
り
付
け
た
幅
広
の
圏
帯
を
仕
切
る
区
画
線
と
し
て
あ
り
、
連
珠
は
立
体
的
に
表
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
主
要
な
構
成
要
素
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
連
珠
表
現
の
在
り
よ
う
に
つ
い
て
、
ひ
と
つ
は
先
に
み
た
大
ぶ
り
の
連
珠
意
匠
が
矮
小
化
し
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
筆
者
は
か
つ
て
敦
煌
莫
高
窟
の
荘
厳
理
念
を
考
証
し
た
際
、
西
魏
と
み
ら
れ
る
第
二
八
五
窟
の
本
尊
光
背
な
ど
に
圏
帯
を
区
切
る
白
の
点
描
を
確
認
し
た
。
光
図６ 阿弥陀如来坐像╱光背（部分）
京都・平等院鳳凰堂
図５ 釈迦如来坐像╱光背（部分）
奈良・法隆寺金堂
八
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
第
二
十
二
号
背
意
匠
の
連
珠
文
に
は
、
こ
の
筋
の
イ
メ
ー
ジ
が
反
映
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
種
の
連
珠
意
匠
は
全
体
観
に
お
い
て
や
や
従
属
的
な
感
が
あ
り
、
先
に
み
た
大
江
親
通
の
光
背
描
写
の
件
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
当
麻
寺
や
室
生
寺
な
ど
の
板
光
背
、
さ
ら
に
は
絵
画
資
料
や
建
造
物
に
施
さ
れ
る
荘
厳
な
ど
を
視
野
に
入
れ
れ
ば
、
よ
り
多
彩
な
連
珠
文
の
造
形
性
が
見
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
て
お
く
。
次
は
光
背
意
匠
の
連
珠
表
現
に
つ
い
て
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
造
形
解
釈
の
可
能
性
を
考
え
て
み
た
い
。
三
、
光
背
意
匠
に
お
け
る
連
珠
文
の
一
解
釈
｜
法
隆
寺
献
納
宝
物
金
銅
光
背
群
を
例
に
｜
「
連
珠
文
」
が
そ
れ
の
み
で
表
わ
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
と
り
わ
け
仏
教
尊
像
の
光
背
に
は
種
々
の
意
匠
が
併
存
・
凝
縮
し
て
お
り
、
ま
た
筆
者
は
諸
意
匠
を
複
眼
的
に
捉
え
る
こ
と
が
、
荘
厳
性
を
解
釈
す
る
重
要
な
視
点
と
考
え
て
い
る
。
以
上
を
前
提
に
、
こ
こ
で
は
「
輻
状
文29
）
」
と
称
さ
れ
る
文
様
を
視
野
に
入
れ
て
、
「
連
珠
文
」
の
造
形
を
み
て
み
よ
う
。
考
察
対
象
に
は
、
デ
ザ
イ
ン
の
比
較
検
討
に
有
効
な
事
例
と
し
て
、
法
隆
寺
献
納
金
銅
仏
に
付
属
し
、N
-195
と
一
括
さ
れ
る
三
十
八
面
の
光
背
（
以
下
、N
-195
以
下
の
枝
番
号
の
み
丸
数
字
で
記
す
）
を
取
り
上
げ
る
。
ま
ず
本
例
を
含
め
、
光
背
意
匠
の
解
釈
に
重
要
な
知
見
を
も
た
ら
す
長
谷
川
誠
氏
の
論
説30
）
に
触
れ
て
お
こ
う
。
氏
の
区
分
で
は
、「
放
光
文
帯
」
と
さ
れ
る
一
群
の
な
か
に
「
輻
状
文
」
と
「
連
珠
文
」
が
含
ま
れ
、「
そ
れ
ぞ
れ
光
の
光
条
あ
る
い
は
光
の
粒
子
を
表
現
し
た
も
の
」
と
い
う
。
む
ろ
ん
「
光
の
粒
子
」
と
い
う
解
釈
を
裏
付
け
る
論
拠
は
見
出
せ
な
い
が
、「
光
」
を
表
徴
す
る
可
能
性
は
汲
む
べ
き
だ
ろ
う
。
光
背
意
匠
が
円
環
状
を
成
す
こ
と
に
関
連
し
、
連
珠
も
円
環
を
成
す
。
翻
っ
て
前
述
の
サ
サ
ン
系
連
珠
円
文
が
、「
フ
ワ
ル
ナ
フ
╱
光
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
反
映
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
な
お
、
い
ま
一
々
記
す
こ
と
は
控
え
る
が
、
意
匠
構
成
の
詳
細
な
分
析
、
そ
し
て
仏
典
に
依
拠
し
た
氏
の
見
解
は
、
図
像
学
的
な
荘
厳
研
究
と
し
て
参
照
す
べ
き
面
が
多
い
。
で
は
①
〔
図
７
〕
か
ら
み
て
い
こ
う
。
銅
板
透
彫
の
宝
珠
形
光
背
で
、
意
匠
は
中
心
か
ら
蓮
華
｜
輻
状
文
｜
連
珠
文
｜
火
焔
文
の
順
に
構
成
さ
れ
る
。
各
意
匠
帯
の
合
間
に
は
や
や
幅
を
持
た
せ
た
無
文
帯
を
挟
み
、
そ
れ
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
同
心
円
も
、
あ
る
い
は
意
匠
的
な
要
素
と
解
せ
よ
う
か
。
意
匠
や
圏
帯
に
は
輪
郭
を
縁
取
る
針
目
（
連
点
文
）
を
打
つ
。
透
彫
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
細
密
で
は
な
い
が
、
連
珠
文
を
背
面
か
ら
打
ち
出
し
、
立
体
的
な
球
状
を
表
わ
す
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
実
体
感
の
あ
る
連
珠
表
現
で
あ
り
、
本
光
背
の
主
要
素
と
い
え
よ
う
。
連
珠
は
そ
れ
ぞ
れ
内
外
の
圏
帯
と
接
し
て
透
彫
の
態
を
保
ち
、
連
珠
間
は
接
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
、
透
彫
と
い
う
技
法
的
な
事
情
も
考
慮
さ
れ
る
が
、
光
背
意
匠
に
は
、
中
心
か
ら
放
射
状
に
拡
が
る
イ
メ
ー
ジ
が
深
層
的
に
働
い
て
い
る
。
珠
と
珠
の
連
結
よ
り
も
、
内
側
の
輻
状
文
が
成
す
条
線
（
光
条
）
と
の
結
び
つ
き
を
潜
在
的
に
も
ち
、
連
珠
は
結
果
と
し
て
形
成
さ
れ
る
。
な
お
本
例
の
連
珠
は
二
九
個
、
輻
状
文
の
条
線
（
切
り
残
し
た
部
分
）
は
二
五
条
で
、
数
の
上
で
厳
密
に
は
対
応
し
な
い
。
そ
の
不
規
則
さ
に
初
発
性
が
窺
え
、
表
現
と
し
て
は
連
珠
の
丸
味
と
相
ま
っ
て
大
ら
か
さ
が
あ
る
。
⑤
〔
図
８
〕
は
意
匠
構
成
と
し
て
①
に
類
す
る
が
、
極
め
て
簡
略
化
し
て
い
る
。
連
珠
文
は
円
状
に
切
り
残
し
た
部
分
に
線
刻
で
円
を
刻
み
、
内
圏
の
輻
状
文
の
条
九
連
珠
文
小
考
（
熊
谷
貴
史
）
線
が
拡
が
る
延
長
に
一
対
一
の
関
係
で
珠
を
配
す
。
そ
し
て
珠
と
珠
の
間
隔
が
広
い
。
技
術
的
な
稚
拙
さ
は
否
め
ず
、
構
図
的
に
も
形
式
化
し
た
事
例
と
い
え
る
が
、
そ
れ
は
連
珠
と
し
て
で
は
な
く
、
輻
状
文
と
珠
（
円
文
）
の
関
係
性
が
形
式
化
し
た
も
の
と
い
え
る
。
光
背
意
匠
に
お
け
る
「
連
珠
」
は
、
い
わ
ば
二
義
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
形
成
さ
れ
、
と
き
に
他
の
意
匠
と
干
渉
し
て
散
発
的
な
円
文
群
と
な
る
。
光
背
意
匠
が
本
質
的
に
有
す
る
環
状
構
成
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
外
的
要
因
に
よ
り
、
一
応
、
連
珠
文
と
分
類
し
う
る
事
例
と
い
え
よ
う
。
対
し
て
、
連
珠
の
連
な
り
の
方
に
意
識
が
あ
る
例
と
し
て
⑧
〔
図
９
〕
を
み
て
み
よ
う
。
本
例
で
は
蓮
華
文
が
線
刻
さ
れ
る
中
心
円
に
次
い
で
、
最
も
内
側
の
圏
帯
に
連
珠
文
が
施
さ
れ
て
い
る
。
連
珠
は
密
な
感
覚
で
配
さ
れ
、
外
圏
の
輻
状
文
と
花
文
が
大
き
く
空
間
を
と
る
構
成
に
対
し
、
そ
れ
ら
と
の
連
動
感
が
低
い
。
本
例
に
も
形
式
化
の
傾
向
が
窺
え
る
が
、
先
行
す
る
事
例
か
ら
「
連
珠
」
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
得
た
造
形
と
い
え
よ
う
。
な
お
輻
状
文
帯
の
内
側
に
連
珠
文
帯
が
配
さ
れ
る
構
成
を
積
極
的
に
解
す
る
な
ら
ば
、
光
源
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
可
能
性
を
見
出
す
こ
と
も
で
き
よ
う
か
。
連
珠
文
自
体
の
表
現
に
も
幅
が
見
出
さ
れ
る
が
、
さ
ら
に
別
の
意
匠
と
融
和
し
た
か
の
よ
う
な
事
例
が
あ
る
。
例
え
ば
〔
図
10
〕
み
る
と
、
い
わ
ゆ
る
連
珠
文
を
施
す
圏
帯
は
な
い
。
意
匠
構
成
は
中
心
か
ら
蓮
華
｜
輻
状
文
｜
蓮
華
文
｜
唐
草
文
｜
火
焔
文
で
、
表
現
は
技
術
的
に
熟
れ
た
感
覚
を
み
せ
る
。
構
成
が
緻
密
で
、
ま
ず
中
央
の
八
複
蓮
華
の
蓮
弁
（
主
弁
・
副
弁
）
先
端
と
、
輻
状
文
帯
の
条
線
が
一
筋
お
き
に
接
す
る
点
に
規
則
性
が
窺
え
る
。
蓮
弁
先
端
か
ら
伸
び
る
条
線
は
、
蓮
華
文
帯
に
及
び
、
圏
帯
を
跨
ぐ
放
射
性
を
み
せ
る
。
一
筋
置
き
の
長
短
が
あ
る
種
の
リ
ズ
ム
感
を
孕
み
、
そ
れ
に
よ
り
実
際
に
条
線
が
到
達
し
て
い
る
圏
帯
図７ 光背
法隆寺献納宝物
［N-195-①］
図８ 光背
法隆寺献納宝物
［N-195-⑤］
図９ 光背
法隆寺献納宝物
［N-195-⑧］
一
〇
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
第
二
十
二
号
よ
り
も
、
更
に
外
圏
へ
及
ぶ
か
の
よ
う
な
波
状
的
な
効
果
を
生
む
。
蓮
華
文
と
接
触
す
る
短
筋
は
蓮
茎
の
よ
う
に
も
み
え
る
。
蓮
華
文
帯
は
長
筋
に
よ
り
画
さ
れ
た
区
域
内
に
、
や
や
横
長
で
俯
瞰
的
な
八
弁
の
蓮
華
文
を
収
め
る
。
そ
の
蓮
華
の
造
形
が
特
徴
的
で
、
中
央
の
台
部
分
を
貫
通
さ
せ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。
蓮
華
の
表
現
と
し
て
は
小
孔
を
穿
つ
必
要
性
は
な
く
、
透
彫
意
匠
と
し
て
の
装
飾
的
な
細
工
と
い
え
る
が
、
小
孔
が
一
定
の
間
隔
で
連
な
る
様
子
は
、
あ
た
か
も
反
転
し
た
連
珠
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
か
せ
る
。
や
や
恣
意
的
な
観
察
な
が
ら
、
連
珠
文
を
光
の
表
現
の
一
形
態
と
す
る
な
ら
ば
、
光
明
の
華
で
あ
る
蓮
華
の
表
現
と
重
層
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
不
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
透
彫
に
よ
る
意
匠
は
、
安
置
の
状
況
に
も
よ
る
が
光
を
透
過
さ
せ
る
。
な
お
本
例
で
は
こ
の
蓮
華
文
を
、
線
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一
一
連
珠
文
小
考
（
熊
谷
貴
史
）
刻
で
小
孔
と
丸
味
の
あ
る
蓮
弁
の
輪
郭
を
縁
取
り
、
外
形
も
花
文
と
し
て
把
握
し
う
る
形
状
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
類
例
と
し
て
勘
案
さ
れ
る
〔
図
11
〕
は
、
全
体
に
や
や
技
巧
に
は
し
っ
た
感
が
あ
り
、
当
該
圏
帯
の
意
匠
は
、
方
形
状
の
貫
通
孔
（
下
方
の
一
区
画
の
み
円
形
）
の
周
囲
に
鏨
で
連
珠
を
打
つ
。
蓮
弁
を
表
わ
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
意
匠
化
が
著
し
い
。
に
み
た
丸
味
の
あ
る
蓮
弁
か
ら
展
開
し
た
と
み
ら
れ
る
、
鏨
技
法
に
よ
る
連
珠
文
、
外
形
を
円
と
し
て
正
面
性
を
強
く
す
れ
ば
、
先
に
み
た
金
銅
仏
の
著
衣
に
施
さ
れ
た
花
文
に
通
じ
る
性
格
の
連
珠
文
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
連
珠
円
文
に
近
い
形
象
で
あ
っ
て
も
、
サ
サ
ン
系
の
そ
れ
に
は
直
結
し
な
い
。
い
ま
僅
か
な
事
例
な
が
ら
連
珠
文
の
表
現
幅
を
み
た
。
よ
り
意
匠
化
の
進
ん
だ
事
例
（
あ
る
い
は
他
の
要
素
と
重
層
し
た
事
例
）〔
図
12
〕
と
し
て
、
野
間
氏
の
い
う
「
形
式
」、
ま
た
先
の
引
用
で
は
略
し
た
が
長
谷
川
氏
が
「
繫
文
帯
」
に
含
め
る
「
連
珠
文
」
へ
の
展
開
が
想
定
さ
れ
る
。
お
わ
り
に
本
稿
で
は
先
学
の
成
果
を
参
照
し
つ
つ
、
連
珠
文
の
造
形
を
幾
つ
か
の
視
点
か
ら
捉
え
て
き
た
。
論
中
で
も
度
々
確
認
し
た
よ
う
に
、
視
点
の
置
き
方
に
よ
り
連
珠
文
の
把
握
・
解
釈
に
は
大
き
な
幅
が
あ
る
。
予
て
よ
り
多
元
的
な
性
質
が
想
定
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
連
珠
円
文
が
形
成
さ
れ
る
以
前
の
み
な
ら
ず
、
後
発
的
に
多
発
す
る
こ
と
も
意
味
す
る
。
大
枠
と
し
て
、
意
匠
化
を
経
た
連
珠
円
文
系
の
流
れ
が
あ
り
、
一
方
で
技
法
や
意
匠
構
成
に
起
因
し
て
折
々
に
造
形
さ
れ
る
連
珠
表
現
が
あ
る
。
ま
た
荘
厳
研
究
の
観
点
か
ら
、
と
く
に
光
背
意
匠
に
み
る
「
連
珠
文
」
を
分
析
し
た
が
、
こ
こ
で
は
二
義
的
な
形
象
と
し
て
「
連
珠
」
が
生
じ
る
様
相
を
み
た
。
光
背
で
は
、
本
来
は
中
心
か
ら
放
射
さ
れ
る
ベ
ク
ト
ル
を
も
つ
光
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
小
円
群
が
、
光
背
の
環
状
構
成
に
よ
り
、
他
因
的
に
連
な
る
例
が
あ
る
。
ま
た
「
円
」
と
い
う
形
状
は
、
単
体
で
放
射
さ
れ
る
ベ
ク
ト
ル
を
有
さ
な
い
。
そ
の
方
向
性
を
促
す
意
匠
が
、
光
条
と
し
て
の
「
輻
状
文
」
で
、「
連
珠
文
」
の
表
現
に
干
渉
す
る
。
「
連
珠
文
」
と
い
う
範
囲
か
ら
す
れ
ば
、
極
め
て
限
ら
れ
た
事
例
の
検
討
に
留
ま
る
が
、
今
後
も
関
連
資
料
の
収
集
と
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
一
端
こ
こ
で
稿
を
結
ぶ
こ
と
に
す
る
。
註１
）
本
稿
で
は
と
く
に
『
奈
良
六
大
寺
大
観
』
第
五
巻
〔
法
隆
寺
五
〕（
補
訂
版
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
解
説
、
横
張
和
子
「
法
隆
寺
四
騎
獅
子
狩
文
錦
の
成
図12 光背
法隆寺献納宝物
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一
二
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
第
二
十
二
号
立
に
つ
い
て
」（『
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
博
物
館
紀
要
』
第
五
号
、
一
九
八
三
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
が
、
こ
れ
以
外
に
も
本
例
を
主
眼
と
す
る
研
究
・
解
説
は
多
い
。
後
掲
（
註
2
）
の
連
珠
文
関
係
の
論
考
で
も
、
日
本
（
伝
来
）
の
代
表
例
と
し
て
屡
々
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
（
２
）
例
え
ば
道
明
三
保
子
「
サ
サ
ン
の
連
珠
円
文
錦
の
成
立
と
意
味
」（『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
美
術
論
集
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）、
坂
本
和
子
「
連
珠
文
の
伝
播
｜
ア
ス
タ
ー
ナ
出
土
絹
織
物
を
中
心
と
し
て
｜
」（『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
学
研
究
叢
書
4
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
文
様
の
世
界
』
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
一
年
）、
常
田
益
代
「
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
圏
の
円
文
錦
に
関
す
る
覚
書
」（『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
学
研
究
18
装
飾
意
匠
に
み
る
東
西
交
流
｜
東
漸
と
西
漸
の
事
例
研
究
｜
』
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
三
年
）、
道
明
三
保
子
「
東
西
交
流
に
お
け
る
イ
ラ
ン
染
織
｜
連
珠
円
文
錦
の
系
譜
｜
」（『
東
西
交
渉
と
イ
ラ
ン
文
化
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
を
参
照
。
（
３
）
近
年
の
言
及
と
し
て
は
前
掲
論
文
（
註
2
、
道
明
二
〇
一
〇
）
な
ど
。
（
４
）
次
年
度
以
降
、
光
背
（
意
匠
）
の
資
料
集
成
を
念
頭
に
置
き
、
長
期
的
な
資
料
収
集
と
分
析
を
検
討
し
て
い
る
。
本
論
は
そ
の
た
め
の
準
備
作
業
で
も
あ
る
。
（
５
）
拙
稿
「
神
変
と
光
背
に
関
す
る
一
考
察
」（『
密
教
図
像
』
第
二
九
号
、
二
〇
一
〇
年
）。
同
「
荘
厳
研
究
の
た
め
の
覚
書
｜
思
想
と
造
形
の
相
関
を
め
ぐ
る
研
究
史
お
よ
び
展
望
｜
」（『
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
第
二
〇
号
、
二
〇
一
三
年
）、
同
「
敦
煌
莫
高
窟
（
早
期
窟
）
に
お
け
る
荘
厳
の
一
解
釈
」（『
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
第
二
一
号
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
。
（
６
）
前
掲
論
文
（
註
2
、
道
明
二
〇
一
〇
）。
（
７
）
イ
ラ
ン
の
伝
統
思
想
に
基
づ
く
大
き
く
明
快
な
連
珠
文
が
形
成
さ
れ
た
時
期
と
し
て
、
サ
サ
ン
朝
末
期
を
推
定
さ
れ
て
い
る
。
（
８
）
例
え
ば
伊
藤
義
教
「
仏
光
と
イ
ラ
ン
要
素
」（『
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
年
）、
田
辺
勝
美
「
カ
ニ
シ
ュ
カ
一
世
金
貨
の
国
王
立
像
考
｜
焔
肩
の
起
源
と
意
義
｜
」（『
佛
教
藝
術
』
第
一
五
六
号
、
一
九
八
四
年
）
な
ど
。
（
９
）
前
掲
拙
稿
（
註
5
）。
（
10
）
田
辺
勝
美
「
サ
サ
ン
朝
美
術
の
円
形
頭
光
背
に
関
す
る
一
考
察
」（『
三
笠
宮
殿
下
古
稀
記
念
オ
リ
エ
ン
ト
学
論
集
』
小
学
館
、
一
九
八
五
年
）。
氏
の
論
旨
は
連
珠
文
に
な
い
が
、「
フ
ワ
ル
ナ
フ
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
「
円
環
」
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、「
円
盤
」
と
「
円
環
」
の
造
形
差
に
着
目
さ
れ
て
お
り
、「
円
」
の
造
形
把
握
に
関
す
る
示
唆
に
富
む
。
（
11
）
前
掲
論
文
（
註
2
、
坂
本
二
〇
〇
一
）。
（
12
）
例
え
ば
西
谷
正
「
朝
鮮
古
代
の
連
珠
文
」（『
展
望
ア
ジ
ア
の
考
古
学
』
新
潮
出
版
、
一
九
八
三
年
）、
中
野
朋
子
「
双
龍
連
珠
円
文
の
系
譜
」（『
文
化
史
学
』
第
五
〇
号
、
一
九
九
四
年
）
な
ど
。
（
13
）
前
田
た
つ
ひ
こ
「
連
珠
円
文
を
求
め
て
」（『
東
西
南
北
』
二
〇
〇
七
年
）。
（
14
）
太
田
英
蔵
「
犀
円
文
錦
に
つ
い
て
」（『
書
陵
部
紀
要
』
第
七
号
、
一
九
六
六
年
）。
（
15
）
尾
形
充
彦
「
犀
円
文
錦
の
研
究
」（『
正
倉
院
紀
要
』
第
三
四
号
、
二
〇
一
二
年
）。
報
告
に
よ
れ
ば
、
残
存
部
の
高
度
な
技
術
か
ら
四
騎
獅
子
狩
文
錦
に
な
ら
ぶ
優
品
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
制
作
時
期
は
隋
代
（
六
〇
〇
年
前
後
）
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。
（
16
）
四
角
形
の
内
に
小
さ
な
四
角
形
を
配
し
た
意
匠
。
犀
円
文
錦
の
配
置
は
不
明
。
サ
サ
ン
系
の
連
珠
円
文
錦
に
散
見
さ
れ
、
四
騎
獅
子
狩
文
錦
（
法
隆
寺
蔵
）
で
は
、
連
珠
円
環
中
に
四
箇
所
（
上
下
左
右
）
挿
入
さ
れ
る
。
タ
ー
ク
・
イ
・
ブ
ス
タ
ー
ン
大
洞
正
面
壁
浮
彫
の
飛
天
が
掲
げ
る
持
物
（
二
重
の
連
珠
環
）
に
一
箇
所
同
様
の
形
象
が
認
め
ら
れ
、
関
連
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
（
17
）
な
お
現
在
正
倉
院
に
所
在
す
る
染
織
品
に
、
法
隆
寺
伝
来
品
（
献
納
宝
物
）
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
お
り
、
そ
の
中
に
も
連
珠
文
を
有
す
る
事
例
が
含
ま
れ
て
い
る
。
沢
田
む
つ
代
「
正
倉
院
所
在
の
法
隆
寺
献
納
宝
物
染
織
品
｜
錦
と
綾
を
中
心
に
｜
」（『
正
倉
院
紀
要
』
第
三
六
号
、
二
〇
一
四
年
）。
（
18
）
S
ea
rch settin
g
s
のS
ea
rch u
n
it
をT
ex
t
に
、S
ea
rch o
b
ject
をT
ex
t
 
b
o
d
y
に
設
定
し
、
全
体
を
検
索
し
た
場
合
の
検
出
数
。
（
19
）
『
大
正
蔵
経
』
一
八
｜
八
九
六
｜
中
。
（
20
）
な
お
『
図
像
抄
』
巻
第
十
（
天
等
下
）
の
北
斗
法
に
「
身
光
有
数
多
輪
。
北
斗
七
星
九
曜
十
二
宮
二
十
八
宿
皆
悉
出
現
恭
敬
圍
遶
」（『
大
正
図
像
』
三
｜
五
二
｜
下
）
と
あ
る
。
連
珠
文
の
域
を
超
え
る
が
、
身
光
に
光
輪
と
み
ら
れ
る
多
数
の
輪
が
あ
り
、
諸
尊
を
現
出
さ
せ
る
母
体
と
な
る
点
、
光
背
に
み
る
「
円
」
の
荘
厳
性
一
三
連
珠
文
小
考
（
熊
谷
貴
史
）
を
考
え
る
手
掛
か
り
と
し
て
付
し
て
お
く
。
（
21
）
『
大
正
蔵
経
』
五
一
｜
九
一
五
｜
下
。
（
22
）
『
大
正
蔵
経
』
五
一
｜
九
一
六
｜
中
。
（
23
）
本
稿
で
は
藤
田
経
世
編
『
校
刊
美
術
史
料
寺
院
編
』
上
巻
（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
七
二
年
）
を
参
照
し
た
。
（
24
）
野
間
清
六
『
御
物
金
銅
佛
』（
便
利
堂
、
一
九
五
二
年
）。
（
25
）
藤
岡
穣
「
野
中
寺
弥
勒
菩
薩
像
に
つ
い
て
｜
蛍
光
Ｘ
線
分
析
調
査
を
踏
ま
え
て
｜
」（『M
U
S
E
U
M
』
第
六
四
九
号
、
二
〇
一
四
年
）。
（
26
）
佐
藤
昭
夫
『
法
隆
寺
献
納
金
銅
仏
』（
講
談
社
、
一
九
七
五
年
）。
（
27
）
官
営
工
房
の
造
像
（
集
団
制
作
）
と
し
て
、
こ
こ
で
は
像
容
を
決
め
る
際
の
中
心
的
な
立
場
の
人
物
を
想
定
。
な
お
両
像
は
表
現
上
、
若
干
異
な
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
示
し
、
塑
形
の
仕
上
げ
段
階
に
お
け
る
分
担
も
考
慮
さ
れ
よ
う
。
（
28
）
文
様
の
名
称
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
便
宜
的
に
長
谷
川
誠
氏
の
呼
称
、
後
掲
（
註
30
）
な
ど
に
従
っ
た
。
た
だ
し
「
火
焔
」
や
「
雲
氣
」
な
ど
は
重
層
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
把
握
す
べ
き
面
も
あ
り
、
前
掲
拙
稿
（
註
5
）
で
触
れ
た
諸
文
様
論
も
念
頭
に
置
い
て
お
き
た
い
。
雲
氣
文
（
雲
文
）
に
つ
い
て
は
井
上
正
「
飛
鳥
文
様
の
一
系
列
に
つ
い
て
」（『
美
術
史
』
第
二
四
号
、
一
九
五
七
年
）
な
ど
を
参
照
。
（
29
）
ふ
く
じ
ょ
う
も
ん
。
輻
射
文
と
も
。
放
射
状
に
線
（
ま
た
は
幅
の
あ
る
条
線
）
を
配
し
た
文
様
帯
の
こ
と
。「
輻
」
は
「
車
の
や
（
後
略
）」（『
大
漢
和
辞
典
』
「
輻
」
項
）
の
意
。
文
様
の
呼
称
と
し
て
は
一
般
に
通
有
で
は
な
く
、
筆
者
の
眼
の
届
く
辞
書
類
に
も
記
載
が
な
い
。
文
様
帯
が
円
環
構
成
を
成
す
光
背
や
銅
鏡
な
ど
、
限
定
的
な
範
囲
で
用
い
ら
れ
る
一
種
の
専
門
用
語
。
た
だ
し
連
珠
文
と
同
様
、
呼
称
定
着
の
事
情
は
見
出
し
難
い
。
（
30
）
長
谷
川
誠
「
法
隆
寺
献
納
宝
物
金
銅
光
背
の
荘
厳
意
匠
に
つ
い
て
」（『
駒
沢
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
第
二
号
、
一
九
九
五
年
）。
【
図
版
出
典
】
図
1
は
筆
者
作
成
。
図
2
は
『
四
天
王
寺
と
河
内
の
古
寺
』（『
古
寺
美
術
全
集
』
第
七
巻
、
集
英
社
、
一
九
八
一
年
）、
図
3
・
7
・
8
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